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1. 青春期女 子が， 濃度の異なる薦糖溶液 に対 しどの

程度 の判別 能力 を示 すか， またその判別力 が， 蕉糖液に

添 加したクェ ン酸または寒天によりどのような影響をこ

うむるかにつき調査した。

2. 被 験者は高 校専 攻科女 子学生 約50名。 採用した糖

濃度 は10,   20,  30,  40,  50% の５種。 また酸濃度は0,

1,  5%, さらに寒 天は0,0.5,2% の各種とし,こ れらを種

々 に組 み合 わせて， 前記糖液 に添加 した。官能 検査 にさ

いし ては，上記 ５段階 濃度の糖液（クェ ン酸・寒 天含有

もし くは無 添 加）をat random に並 べ,液温22 °±3 °C

の もとで，被験者 にその濃度順位を弁別・指摘 させ た。

3. 酸・寒天不 含の糖 液列 につい ては，被 験者は 相当

明確 な濃度判別能力を示 したが，こ れに酸 または寒 天を

添加 する と，その弁別力にかな りの変動を生じるこ とが

判明した。 すなわ ち，寒 天添加 の場合 では，糖の高濃度

域に対 する判別感覚は一般に劣化した。また クェ ン酸添

加の場合では，酸が濃厚 なときに，糖希薄域での 糖濃度

判別力はわずかに向上したが，一方，濃糖域での判別力

は不安定化した。 さらに，寒 天・酸共存下では，希 酸に

より甘味判別覚は全般に劣化し， とくに糖の高濃度域で

この傾向は著しか った。 また酸濃度を 増せば甘味 覚は全

般に鋭敏化し，この傾向はこ とに濃糖 域で著明であ った。


